
■有漢町の位置 

 

 有漢町は、岡山県のほぼ中央部に当る吉備高原の一角に位置している。高梁川の支流有漢

川の流れに沿って肥沃な有漢の盆地が開けている。三方を約 500m 余りの連峰に囲まれ、

北は真庭市（旧北房町）・東は吉備中央町（旧加茂川町）・南は吉備中央町（旧賀陽町）に接

し、わずかに西部のみが平坦で高梁市巨瀬町に開け、高梁の市街地までバスで 30～40分位

のところである。三方の連山は分水嶺をなしており、有漢川・高梁川水系となっている。東

北部の三飛峠は備中・美作・備前三か国の境界点となっている。町の面積は約 46㎢で、方

形に類似したひし型をしている。標高差は海抜 150m（信清原）から 697m（大平山）まで

あり、平地は乏しく傾斜地に人家が多く、耕地も開かれており、耕地の占める割合は約 3

割である。 

 

出典：有漢の民族 

 


